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スギ材変色を起す所謂「ハチカミ病」について（第一報）

安　盛 博④山　本　昌 木（植物病学研究室）

亘1rosh1YASUMORI　and　Masak1YAMAMOTO
Stud1es　on　so－ca11ed“Hach1kam1”d－1sease

causmg　brown＿stam　of　cryptomer1a　wood

　　　　　　　　　緒　　　　言

　近年，山陰地方に原因不明のスギの奇病が発生する。外

見上大きな変化を認めないものでも伐採，製材すると心

材（赤身）の変色が不規則に辺材に入組んで腐朽してい

ることがある。更に病変の著しい場合に害虫による蝕害

が伴い，殆ど用材としての価値が無．くなる。業者間では

この病害を「ハヂカン」叉は「ハチカミ」と称して恐れて

いる。病徴の認められるのは20～30年生のスギに多く，

従つて溝寓病の如く苗時代の管理のみで防除し難いよう

に思われた。

　筆者等は被害発生地に赴き，その病徴を観察し，罹病

部分から菌の分離を行い，その結果から病原について若

干の考察を試みた。

　この調査を行うにあたり，種々御指導並びに掬援助を

賜つた京大植物病理学研究室赤井教授，及ぴ本学森林経

理学研究室成田教衰に対し厚く感謝の意を表する。叉松一

江経済事務所林業課三成健技師の御厚意に深謝する。

　　　　　　　　被害スギ樹の形態

　A）被害樹の外部形態

　筆者等は／957年8月5日，松江市本庄町別所の「ハチカ

ミ病」発生地を調査した。この附近は南西に面した煩斜

地で山間小径の両側に小規模に造林されたもので，／5～

20年生のスギが多く，全樹の約％はこの病害に侵されて

いると思われた。被害樹の状態は第／～4図の如くであつ

た。即ち発生初期には幹の地上部1～2mの附近に肥大，

隆起し，樹皮の裂けた部分が見られ（第／図），更に著し

い被害樹では傷虜をうけた如く，形成層が異常に分裂し

て溝を作り，複雑な凹昌を生じていた（第2，3図）。この

部分を剥ぐと樹皮下は腐燭し，害虫による穿孔申には虫

糞，木屠を充満していた。このような罹病スギでは樹勢

が極めて衰弱しているように思われた（第4図）。

　更に同月8目，能義郡八雲村の被害樹を観察した。この

地方には本庄町附近に見られたような著しい病変は認め

られなかつたが，第5，6図に示したように，樹幹の基部

が若干肥大叉は轡曲したものが多く，用材とし難い形態

であつた。外観，比較的病変の少ない樹木でも切断する

と心材を申心に星形に変色の認められるものもあつた。

両地方共土襲の肥沃な場所に発生が多いようであり，叉

地域によつて発生の多少に大きな差があるように思われ

た。

　B）被害樹の内部形態

　本庄町別所で採取した罹病スギ（第2図）を地際部より

10c1m間隔に横断し，材部の病変を観察した。切断面の状

態は第7，8図に示す通りであつた。この材の年輸の状態か

ら推定されることは，樹令8～／0年頃までは年輸の乱れが’

少なく，従つて形態的には大きな変化な■く生育したもの

と思やれた。その後，恐らく害虫により傷鹿をうけ，材一

の各所に同時に病変を起し，傷の部分の成長が止り，周

辺から形成層が隆起して溝を形成し，ために著しい不整

形となつたのであらう。心材からは傷鹿部に向つて放射

状に紫褐色γ暗褐色の変色部が認められ，この変色は丈

5mの材のうち4m附近まで達していた。変色部の材質は

若干健全部より軟弱のように思われた。

　変色部には各所にスギカミキリによる穿道が見られ

（第8図）成虫を2匹発見することが出来仁。文地際部の

一部には白蟻の食痕が認められた。

　　　　　　　　　病原菌の分離

　本庄町別所より1本（第2図），八雲村より2本罹病樹を

採取し，各部位から病原菌の分離試験を行つた。即ち材

をシヤーレにはいるよう適当な小片とし，周囲を減菌し

た小刀で翻り，／000倍昇禾水で軽く殺菌し，充分水洗し

た後，馬鈴薯煎汁寒天培地上に置いて20～28．Cに放置し

た。材の小片ぽ約200ケ用意し，3回に分け亡試験を行つ

た。

　分離菌申最も多く見出されるものは第9図に示したよ

うな菌叢で，発育初顛は白色であるが，後，黒褐色～暗

褐色となり，空申菌糸は少なく，平滑であつた。この菌・

は培地上で盛んに胞子を形成した。’第10図に示すように

菌糸から短い分生子梗を出し，その先に単胞，無色，稽

円形，大さ2．5～3．2μ×0．4～0．7μの胞子を塊状に形成す
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る。この結果から本菌はCψ加20φ0”洲属のものと考

えられるが，種名は未だ同定されない。

　第3回目の分離試験に於て本庄町及び八雲両地方の材

料より認められた分離菌名とその出現数をあげると第1

表の如くである。

　第／表罹腐スギより分離された菌属名とその出現数

菌　　属　　名 出現数1菌属名1出現数

Cψα1仰oれ舳 22 R伽0〃∫ ／

ハ4∫〃伽刎 ／ア

細菌 ア

一λ肋グ伽7ξα叉は

〃〃0功0グ肋脇 4 菌種不明 5
1「1肋0伽榊伽 2 菌を認めず ／0

Pθ8玄010〃α 2 計 68

　　　　　　　　　考　　　　察

　スギの病害のうち本病害に類似したものは溝腐病及び
　　5）

心腐病がある。溝腐病は0θκo功07α属菌であることが
　　　　　　　　　2〕3」4）
すでに報ぜられて居り，病原菌の侵入はすでに苗の時代

に起つているので形態的な変化が比較的スギ生育の初期

から認められ，菌の侵害をうけた部分が発育を停止し，次

第に崎形を呈するに至るようである。これに対し本病害

では少くとも8～／0年間，スギは健全で，その後，病変を

起して急激に形成層が発育し，凹凸を生じたものと思わ

れる。叉本病害の初期の病徴は樹幹が凹むよりはむしろ

肥大する傾向があるようである。

　本病害による被害樹には大部分スギカミキリによる穿

孔が認められ，成虫も発見された。スギカミキリは樹勢

の盛んな樹より不健全木を多く侵害し，形成層を蝕害す
　　　　　　6〕7）
るとされている。この点から考えると，病原菌が害虫よ

り先に侵入して樹勢を衰弱させたようであるが，観察結

果のみではいづれが先に侵入したかは明瞭でない。

　心材周辺の変色部を見るに溝腐病では菌の侵害をうけ

た部分を中心にして次第に心材部に及んでいるが，本病

害では変色が心材より傷鹿部に向つて広がり，樹幹上部

では心材を申心にして星状を呈するものが展々認められ

た。この結果からは傷庚部附近に棲息した菌が心材に達

し，その後，導管を上昇したものではないかと考えられ
　　　　5）
る。北島はスギ心腐病と溝腐病とを区別して記載してい

るが，上述の如く筆者等の観察ではスギ心腐病の病状に

類似するように思われる。

　Cφ加ZOsヵ0グあ榊菌は主に檀物の導管に棲息する菌で
　　　　　　　　　　　　1j
樹木の立枯を起す場合もある。この菌が本病発生にどの

ような役割をはたすか，叉本病害と害虫との関係等につ

いては今後検討したい。

　　　　　　　　　摘　　　　要

　／）山陰地方で「ハチカミ病」と云われるスギの病害

について調査した。病害発生地での被害状態及び病徴を

観察し，採取した材料については材内部の形態的変化を

調べた。

　2）被害部からはCφ”0功07を洲菌を分離したが種

名の同定には至らなかつた。叉被害材中からスギヵミキ

リの成虫を発見したが菌と害虫との関係及び菌の病原性

については明確にし得なかつた。
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Su㎜㎜班y

　In　recent　years，so－ca11ed．“Hach1kam1”

d1sease　of　cryptomer1a　trees　bas　been　d1s・

tributed－in　Sanイn　District．　The　browning

1s　found．1n　the　heart－wood．of　the　trunk

a1though　ob▽1ous　symptom1s　not　obser▽ed

externa11y．W1th　the　deve1opment　of　the

d，1sease，the1ower　trunk　shows　hypertrophy

and　the　cracks　due　to　abnorma1d1v1s1on

of　camb1um　apPeaL　These　d1seased．trunks

show　the　irregu1ar　form，and．are　attacked．

by　the　1ong　horned　beet1e，8θ〃zα1zo施ωノαφL

o〃α4∫LACORDAIRE

　Cψ肋1oψoブ∠z〃〃sp．was　found　in　h三gh

percentage　a皿ong　the　iso1ated　fungi　from

the　browned－wood．This　fungus　seems　to

be　connected　with　the　disease　occurence．
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第5図rハチカミ病」の病徴初期

　外観上殆んど変化は認められないが，矢

　印の部分が異常を呈している。（八雲村）

第6図rハチカミ病」罹病スギ

　樹幹基部の轡曲したところを示す。切断

　すると変色部を認める。　　　（八雲村）

第7図rハチカミ病」罹病スギの材棋断面

　第2図に示した樹幹の地際部より／0cm

　の高さ。

策8図「ハチカミ病」罹病スギの材従断面

右の黒い部分が変色部。中央にスギカミ

　キリの穿孔が認められ，左は白蟻の食痕

　を示す。
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